第2回　10月19日　（渡邊雄一郎）

遺伝子組み換え技術について

参考・・・ことしのノーベル医学生理学賞

　　　　　『ＥＳ細胞を利用し、マウスの特定の遺伝子を改変する基本原理の発見』

Ⅰ　遺伝子組み換え植物

ナタネ　　　（加工）　　　　油

ダイズ　　　　　　　　　　　豆腐、油

ワタ　　　　　　　　　　　　油

トウモロコシ　　　　　　　　飼料

遺伝子組み換え植物は、このように意外とたくさんある。

大事なことは、「組みかえられた遺伝子がどのような働きをするか」である。

Ⅱ　植物の遺伝子組み換え技術

１　原理・・・自然界でも遺伝子組み換えは起きている＝アグロバクテリア

　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　植物細胞　　　　核

　　　　　　

　　アグロバクテリア
　　　　　　　　　ＤＮＡ

　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娘細胞

遺伝子組み換えの原理は自然界に既に存在している。アグロバクテリアは、傷ついた植物細胞に入り込み、自分のＤＮＡをその植物細胞の核に入れる。そうすると、植物細胞が細胞分裂をするときにそのアグロバクテリアのＤＮＡも一緒に次世代に伝わっていく。（「分子の世界の植民地」といわれる。）このような遺伝子組換えは私たちの周りで普通に起こっている。

２　遺伝子組み換えで組み込まれる遺伝子―――詳しくは授業中のビデオ参照

除草剤耐性

作物を育てるとき、どうしても必要になるのは除草剤である。除草剤は植物に特有の光合成を阻害することで雑草を枯らしている。
除草剤耐性のある作物ならば、畑全体に除草剤をまいても、作物はダメージを受けず、雑草だけがピンポイントで影響を受ける。そのおかげで人手をかけずに作物が作れる。

・Ｂｔ

Ｂｔとは、「バチルス菌」由来のタンパク質のことである。このタンパク質は、害虫の腸で消化されずに腸を傷つけることで、害虫を死なせる。このＢｔは人が食べても人には害はない。このＢｔを作物自身が作れるようになれば、殺虫剤がいらなくなる。

３　今後の遺伝子組み換え技術

現在は、遺伝子組み換え技術は、２のように生産者側のコストを減らせるような、生産者側に立った研究がおこなわれている。今後はさらに、途上国に優しい「ゴールデンライス（ビタミンが多くて栄養価の高い米）」の開発のように、より広い分野での貢献が期待される。さらには、「生分解性プラスチック」や新素材を開発し、石油に頼らず畑で作るプラスチックのようなものの研究も進みつつある。

補足　タンパク質について―――詳しくは授業中のビデオ参照

なんと、タンパク質は光らせることができる。これはクラゲが光る原理を利用している。これにより、タンパク質の「動き」を眼で追うことができる。

そうすると、病気、ウイルスがどのようにして植物の内部を広がっていくかを見ることができる。（ウイルスはタンパク質＋ＤＮＡの単純な作り）

このようなタンパク質は「蛍光タンパク質ＧＦＰ」といい、紫外線を当てると光る。
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